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安心とやすらぎをつなぐ京悠会広報誌

さくらの森4

日本を象徴する富士山 裾野の広がりの大切さを実感しましょう。
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◆ 円野 ◆

行 事

1月 お正月

2月 節分

3月 ひな祭り、防災訓練

職員研修

1月 事業計画策定について

2月 虐待防止について

3月 事故防止（ヒヤリハット見直し）

◆ 真和の森 ◆

行 事

1月 初詣

2月 節分

3月 ひな祭り

職員研修

1月 アンガーマネジメント、

認知症研修、口腔ケア研修

2月 感染予防研修

3月 事故防止研修

編集後記・・・・広報誌を発行して４号目、１年が経過

京悠会の広報誌を2018年4月に第１号を発行、その後３ヵ月ごとに発行してまいりましたが、「広報

誌」と銘を謳っただけに、ご利用者、ご家族をはじめ、関係者の皆様、及び円野・真和の森の役職員に、親

しまれ、且つ読まれる紙面づくりを心がけてきました。

次号から、新たな企画の登場なども考えています。読者の皆様からの読後感、提案などが頂ければ、それ

が大きな力になります。どうぞ本年もよろしくご支援下さいますようお願いします。（MI・KO）

特別養護老人ホーム 真和の森

〒359-0001 埼玉県所沢市下富1206-1

TEL04-2990-1133 FAX04-2990-1144

最寄り駅：新所沢駅（西武新宿線）

障害者支援施設 円野

〒357-0011 埼玉県飯能市川崎458

TEL042-975-3300 FAX042-975-3311

最寄り駅：高麗川駅（八高線）
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人材の育成と確保が課題

今日、少子超高齢社会が一層進展し、認知

症の方が増加する中、深刻化する福祉介護人

材の確保にどう向き合うのか。人材の重要性

はますます高まり、我が国の社会福祉は、大

きな転機を迎えています。

介護現場への外国人労働者の広がりが注目

されていますが、課題も山積しています。

働き方改革関連法がこの春から全面施行と

なるのを受けて、働く環境や処遇面の改善な

ど直面する課題に一つひとつ解決策を打ち出

していかねばなりません。これからも初心を

忘れず、一日一日を大切に過ごせる場として、

心地よい環境づくりに努めてまいります。

結びになりますが、皆さまの益々のご健勝

とご多幸を祈念しまして、ご挨拶とさせてい

ただきます。今後も、これまでと変わらぬご

支援をよろしくお願い申し上げます。

介護と医療の連携強化

お陰様をもちまして、京悠会が今年満１５年

を迎えることができました。右も左も分からな

いままに飛び込んだ福祉の道。仲間と寝食を共

にしながら、無我夢中で走り続ける毎日でした。

今、こうして過ぎた日々をふり返ってみると

お世話になった沢山の方々の顔が浮かびます。

あらためて皆さまの励ましと助けがあったこと

を実感しました。

これからも充実した施設運営のため、職員一

同、渾身の力を注いでいく所存です。

さらに介護と医療の連携強化に努め、循環す

る相互福祉の創造、また、安心できる地域に根

差した介護サービスの提供を目指します。

2019年の新春を迎えました。

ここに謹んでご挨拶を申し上げます。

日頃より、社会福祉法人京悠会の運営にひとか

たならぬご理解とご支援を賜り、京悠会を代表

して心から厚くお礼を申し上げます。

社会福祉法人 京悠会

理事長 岡田 京子

秋空の下、おいしい食事、美しい音楽、楽しい会話に、はじける笑顔、

素敵なひと時でした。

皆さまの暖かいご協力により、秋祭りを盛大に開催することができま

した。また、たくさんの地域住民やご家族にお越しいただき、この場を

お借りして感謝申し上げます。

12月15日、ボランティアの福田 俊弘様によるマジッ

クショーを開催しました。

慣れた手つきでハサミを操り、一枚の紙をさまざまな形

に変身！

また、スティック、リング、ハンカチ、グラスなど

身近な物を使ったマジックに利用者もビックリの連続で

した。いったい、どうやってるんでしょう？！

焼きなりの秋刀魚と名物チヂミ、出汁のきいた芋煮。みんなで食べるとさらに美味しい！

ハサミひとつで、なんでも表現！

30 11 17
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左

高齢者や障害者の方は、思うように身体が動か

せない場合があり、障害や状態に合った介護機器

が必要となります。

そのため、転倒や転落の恐れがある利用者には、

低床ベッドを使用し、下記の写真のように場面に

応じて高さの調節を行い事故の防止に取り組んで

います。

写真のエアマット（自動体位変換器付）は、

右↔正面↔左を定期的に向きを変えながら、長

時間からだへの負荷を分散させます。

それによって利用者の褥瘡予防と人力による

体位交換を行わないことによる安眠を提供して

います。

利用者の安全・安心を最優先し、職員の腰痛ゼロの実現・事故防止に役に立つ器具の活用

段差がないので安心。眠る時はベッドを低くします。 寝相が悪くても・・・

また、積極的に介護機器の導入に取り組み、

その相乗効果もあり、介護職員の腰痛予防を中

心とした負担の軽減にもなっています。

当法人では、これからも安心安全を旨とした

職員の負担軽減を追求します。

導入以来、施設における転落、転倒による骨折などが大幅に減少しました。

　

介護職らに外国人材がやってくる

９カ国から５年間に34万５千人
昨年末、成立した外国人材の受け入れ拡大

に向け在留資格の創設を盛り込んだ出入国管

理法改正は、４月から具体的に動きだします。

注目されるのは、どのような職種に、どこ

の国から、どのような人材が何万人日本に

やってくるのでしょうか。

主に東南アジアから、人材不足に悩む介護

職をはじめ、建設業など14業種に、5年間

で計34万５千人の外国人が来日の予定です。

日常会話程度の日本語試験があり

技能や知識測定の技能試験も実施
新たに創設される新在留資格「特定技

能」に見合った技能や知識を有しているかを

測る技能試験は、業務・職種内容ごとに実施

される予定です。

報酬は、日本人と同等、あるいは同等以上

を求めており、転職は業務の範囲内に限って

可能。兼業は禁止されます。

(公財)フォトン・ジャパンフレンド

インドネシア事業者と協定交わす
2015年２月に設立しました公益財団法

人フォトン・ジャパンフレンド（以下フォ

トンJF）は、認知症の人たちが住みなれた

地域で住み続けられるよう支援活動、環境

づくりに取り組んでいるベルギー王国ブ

リュージュ市のＮＰＯ法人ＦＯＴＯＮの活

動に深い共感を覚え、設立したものです。

このフォトンJFは、このたび在日インド

ネシア大使館で介護労働者の日本語養成学

校を営む『学修堂』との間で介護労働者の

派遣に関して協定を交わしました。

昨年11月中旬、来日されたのはインドネ

シア・ボゴール県政府スタッフや国会議員

（衆議院議員）、看護大学学長、助産師大

学学長、それに『学修堂』の校長ら一行で

す。

一行は、昨年11月20日の午前、所沢の

「真和の森」を、同日午後、飯能市の「円

野」茨城県五霞町の特養きららの杜（社会

福祉法人五霞愛隣会）、埼玉純真短期大学

をそれぞれ見学し、実りのある意見交換が

できました。

外国の介護人材とどう協働するか

近い将来の課題 心温まる交流を

外国からやってくる介護人材の方々は、

希望を抱きながらも不安で胸がいっぱいな

のです。受け入れる私たちも期待と不安が

つきまといます。

その不安を払しょくし、双方が安心して

働ける環境づくりに努めるのがフォトンJF

の役割なのです。

働く人と事業者の相互理解が深まること

を期待するばかりです。
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2019年 新年の目標 ～目標を掲げ、チャレンジする姿は美しい～ 

1年の計は元旦にありと、よく言われます。新鮮な気持ちになれる新たな年のはじめに、それぞれの人生の

歩みの中で、新たな目標を掲げチャレンジする姿は美しいものです。２０１９年は亥年です。猪突猛進もいい

でしょうが、一歩下がって地道でも、ある程度実現可能な目標を立てたいものです。 

ただ、安易に実現できるようなことや、とても実現不可能な高すぎる目標は、目標とは言えません。 

自ら努力し、多くの職員の声を真剣に聞き、その良さを取り入れた、なるほど素晴らしい目標だと言えるよ

うな内容を掲げ、チャレンジしましょう。 
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